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要旨 

 要介護高齢者が街路を歩行する際に心拍数が変化する状況とはどのような状況なのか，

何が「バリア」と成り得る状況なのか，Global Positioning System（以下 GPS）を使用し

て位置を把握し，その位置の状況を詳細に検証した．T 市介護施設利用の要介護高齢者 5

名（男性 2 名，女性 3 名）を対象者とした．あらかじめ，歩行ルートを検討し，基本項目

（性別・年齢・基礎疾患・介護度）,治療中の病気や服薬内容，既往歴，老研式活動能力指

標，麻痺・疼痛の有無と部位,外出頻度及び負担の無い連続歩行時間,外出を怖いと思うか・

怖いと思うのはどんな時か(段差・坂・信号・人が多い所など),施設周囲の歩行ルート地図

上で負担だと感じる場所は何処か，歩行手段(独歩・T 字杖・歩行車・車椅子)について確認

した．歩行距離は，おおよそ 800m であり，普段の活動範囲を歩行することとした．測定

機器は，上腕に心拍数の測定機器（POLAR OH-1）を装着，位置確認のための Global 

Positioning System（以下 GPS）機能のある iPhone SE を入れた鞄を背負ってもらうこ

ととした．測定者は録音機能もある小型ビデオカメラを取り付けた帽子を装着し，歩行状

況を記録した．地図上で歩行ルートと歩行ルート上の心拍数を表示できるソフトPOLAR🄬 

FLOW を使用した．GPS に誤差がみられていたが，1 秒前と比較して心拍数が上昇した位

置を抽出し，更に 10 秒以内に心拍数の上昇数が 3 以上まとまっている箇所に注目したと

ころ，「上り坂」「信号のある横断歩道周辺」「車などとすれ違うことが多い場所」「工事建

物前」に心拍数が上昇する位置がまとまっていた．また，測定開始後平地区間と他の区間

との 1 秒前と比較して心拍数が上昇した 1m あたりの数で Wilcoxon の符号付順位検定で

比較したところ，「上り坂」「幹線道路沿い歩道」「歩道隣接工事区間」「折り返し」「すれ違

い予想+建物に挟まれた区間」「すれ違い予想区間」「建物に挟まれた区間」「工事建物前」

「ゴール周囲」で有意に心拍数が上昇した数が多かった．「側道横断」「信号横断」「下り坂」

では測定開始後平地区間より有意に心拍数が上昇したとは言えなかった．心拍数が上昇す

る位置がまとまっている場所は物理的なバリアだけでなく，心理的バリアと成り得るもの

が存在するという可能性が示唆され，心拍数を継続的に記録されたものを検証することで，

対象者が置かれていた状況をある程度推察することができると考えられた． 
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